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Epidemiology 　of 　Lung 　Cancer 　in　Japan
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　Number 　of 　deaths　due　to　lung　cancer 　has　been　constantly 　increasing　since 　1950 　mainly 　because　of

the　increasing　number 　of　elderly 　population ．　 In　contrast ，　age
・
specific 　lung　cancer 　death　rates 　shows

rather 　complicated 　trends ．　 In　males ，　fbr　the　age 　group 　70・79，　lung　cancer 　death　rates 　increased

until 　early 　1990s 　then 　decreased　after 　2000，　while 　f｛）r　the　age 　group 　60−69，　it　began　to　decrease
slightly 　earlier 　than 　the　 age 　group 　70−79　in　1990s，　then　increased　and 　decreased　again ．　These

patterns 　can 　be　described，
　frorn　the　viewpoint 　of 　birth　cohort ，　to　be　higher　risk 　among 　those 　born　in

1930，lower　in　1940 ，
　higher　in　1945 　and 　lower　afterwards ，　and 　this　is　well −

corresponded 　to　the

pattern　of 　1ifetime　smoking 　habit　for　each 　birth　cohort ．　 In　females
，
　it　is　difETicult　to　describe　because

of　smal1 　Tange 　of 　change
，
　which 　could 　be　related 　to　lower　prevalence　of　smoking 　and 　wide 　range 　of

age 　 at　 initiating　 smoking ．　 Among 　 risk 　 factors　 of　lung　 cancer ，　 smoking 　 has　 overwhelming

contribution ，　 which 　is　estimated 　to　cause 　70％ in　males 　and 　20％ in　females．　 In　3ddition，　passive
smoking ，　 occupational 　 exposure 　 and 　 air 　pollution（especially ，　 fine　 particulated 　 matters ）are

considered 　risk 　factors　for　lung　cancer ．
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　わが 国 に おけ る肺が ん 死亡 数は 、1950 年以 降
一

貫 して 増加 し続け て い るが、こ れには高齢者 人 口 の 増

加 の 影響が大 きい 。

一方、肺が ん年齢別死 亡率の 年次推移 を見 る と、一
見複雑 な動 きを示 して い る 。 男

性 にお い ては、70歳代で は 1990 年代前半ま で増加傾 向で あ っ た もの が 2000年以降減少 して い る の に対

し、60歳代 で は 70歳代に 比 べ て若干早 く減少 し始め、そ の 後逆 に 増加 し始 め、60歳代 前半で は さらに最

近減少 に 転 じ て い る 。 こ の よ うな パ ターン を出生年別 に 考 え る と、肺が ん 死 亡率が 1930 年生 まれ で高 く、

1940年生まれ で低 く、 さら に 1945年生 まれ で 高 くな っ て 、そ の 後減少 して い る、と 記 述する こ とが で

き、こ れ は 、出生年別の 生涯喫煙率 の 高低 と よ く対応 して い る 。 女性に お い て は 、 死 亡率の 変化が男性

よ りも緩1曼な た め特徴付けに くい が、こ れは女性 に お い て は 喫煙率が低 い こ と、喫煙開始年齢が 40歳 あ

た りまで幅広 く分布 して い る こ とと関連 して い る 。 こ の よ うに、肺が ん の リス ク要因 として は 、 喫煙の

影響が圧 倒的に大 きく、男性の 約 70％ 、女性 の 約 20％ は喫煙が原因 と推定さ れ る 。 そ の 他 、 受動喫煙、

職業曝露、大気汚染 （特に 、微小粒 子状 浮遊物質）な ど が リス ク要因 と し て あげら れ る。
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